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1 はじめに
近年様々な企業で在室管理システムの導入が進んで
いる．在室管理システムの導入により，「誰が部屋にい
たか」という情報を提示することができるため，コミュ
ニケーションの円滑化が可能となる [1]. また，現在で
は新型コロナウイルスの影響により，「誰がいつどこに
いたか」という点についての正確な情報が必要となっ
ている*1．
しかし，既存の在室管理システムには，認証に ID
カードを使ったものやユーザが操作を行うものがほと
んどである．IDカードは読み取りエラーや*2，カード
をかざすわずらわしさや，渋滞しやすいといった課題
がある [2]．
俯瞰視画像を用いた個人再識別手法ついての研究と
して，李らの「SHAL」法がある [3]．SHALは，短時
間では人物の服や髪の色および体格は変わらないと仮
定し，俯瞰視カメラの下を通った人物画像を対象とし
た個人再識別を行うことが可能である．この SHALに
よりカードレスな在室管理システムの開発が可能であ
ると考えた．また，SHALは人物の頭頂部と肩部の色
情報を特徴量としているので，プライバシーを考慮し
ている．
そこで本研究では，SHALを用いたカードレスな在
室管理システムを提案する．

2 関連研究
本研究室では，先行研究として在室管理システムが
開発されてきた．田中らは，「Docoitter：未来の在室情
報を予報する在室管理システム」を開発した [1]．この
システムで表示する在室状況は，研究室内の計算機の
起動の有無を pingを送ることで確認しているため，計
算機をつけたまま帰宅するおよび，自身の計算機で作
業するという状況によりユーザによる在室状況の手動
修正が必要になった．しかし，長期運用に伴い手動修
正に対するユーザのモチベーション低下がみられた．
進藤らは，田中らの研究「Docoitter」をもとに，手動
変更機能の長期継続利用を目的とした「研究室におけ
る活動状況を可視化する在室管理システムの開発」を
行った [4]．このシステムでは，研究室における各個人
の状況をアバタにより可視化し，ユーザの手動修正に
対するモチベーションの維持を図った．しかし，こち
らもアバタの変化への慣れにより，ユーザのモチベー
ションが低下した．
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ドアの天井部分に設置したKinect v2（ドアを通過した人物の入退室認識）

SensePass Pro（顔認証による人物特定）

図 1: ドアに設置した入退室認識システム
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図 2: 提案システムの構成

これらの研究は，カードを使用せずに研究室内の在
室状況を可視化し，コミュニケーションの円滑化を図る
という点で本研究と類似している．一方，これらの研
究では，在室状況の修正が必要であることおよび，そ
れに対するモチベーション維持が必要であるが，本研
究は，在室状況の修正が必要でないという点で異なる．
在室管理システムの自動化に関する研究として，東
らの「Web在室管理システムにおける無線 LANを用
いた入退室処理の自動化への試み」がある [5]．このシ
ステムでは，ユーザのデバイスと無線 LANアクセスポ
イントとの接続および切断により，在室状況を更新し
ている．
また，室谷らの「ユビキタス空間における在室管理シ
ステムの設計・実装」がある [6]．このシステムは，床
に設置された力センサから人の歩行動作を検出し，在
室状況を更新する．
これらの研究は，カードを用いずユーザの負担を減
らすという点で類似している．しかし，東らのシステ
ムとはユーザがデバイスを常に持ち歩く必要があると
いう点で異なる．また，室谷らのシステムとはユーザ
の特定に床に設置された力センサからの情報を用いて
いるという点で異なる．
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図 3: 可視化システムの画面例
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図 4: 提案システムの利用フロー

3 提案システム
3.1 提案システムの概要

本システムは，カードを必要としない在室管理シス
テムである．本システムが利用している入退室識別手
法である SHALは，図 1の左上に示すように，俯瞰視
画像を取得するためにKinect v2をドアの天井部分に設
置する．また，SHALは人物の入退室は識別可能であ
るが，その人物がだれかは認識できないため，1日の
初回入室時のみ，通った人物の情報を取得して SHAL
で抽出された特徴量と紐づける必要がある．そのため，
今回は図 1の右下に示すように，顔認識による人物特
定が可能な SensePass Proおよび Senselink Cloud*1から
顔認識データを取得し，利用する．

3.2 提案システムの構成

図 2に提案システム構成を示す．本システムは，「在
室状況管理システム」「可視化システム」にて構成され
る．在室状況管理システムは，Visual Studio Community
2019を利用した PC向けのアプリケーションである．可
視化システムは，図 3に示すような，Unityを利用した
スマートフォン端末向けのアプリケーションである．以
下の番号は，図 2に示す番号にそれぞれ対応している．

(1) ドアを通った人物が SHALにより認識されると，
初回の入室の場合は，SHALからサーバへ顔認識
データがリクエストされる．

(2) リクエストを受けたサーバは Senselink Cloudか
ら最新の顔認識データを取得し，SHALにより抽
出された特徴量と人物情報を紐づける．

*1JCV：https://www.japancv.co.jp/solutions/buildingaccess/

(3) 初回以降は，入退室データをサーバに送信する．
(4) サーバは受け取った入退室データをもとに在室状
況のデータベースを更新する．

(5) スマートフォンからサーバへ，10秒ごとに在室
状況データをリクエストする．

(6) サーバはデータベースから在室状況データを取
得し，スマートフォンのアプリケーションへ送信
する．

3.3 提案システム利用フロー

図 4に本システムの利用フローを示す．以下の番号
は，図 4に示す番号にそれぞれ対応している．

(1) 初回入室時のみユーザは SensePass Proによる顔
認証を行う．

(2) ユーザがドアを通過するまでシステムは待機する．
(3) ユーザがドアを通過すると入退室特徴量が抽出さ
れる．

(4) 初回の入室の場合，(5)の処理を行う．そうでな
い場合，(6)の処理を行う．

(5) SHALから抽出された入退室の特徴量とSenselink
Cloudから取得した顔認証データを紐づけする．

(6) 初回以降の場合は，在室状況データを更新する．
(7) 更新が完了すると，(2)へ移行する．

図 4のうち，ユーザによる認証の部分については，初
回入室時のみ必要な SensePass Proを利用した顔認証を
用いる．それ以降は，ユーザは SHALが設置されてい
るドアを通るだけで，システムによる自動処理により
在室状況が更新される．

4 おわりに
本稿では，プライバシーを考慮したカードレス在室
管理システムを提案し，その概要について述べた．今
後は，提案システムの評価実験を行う．
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